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平
成
二
十
四
年
一
月

四
日 

「
第
一
回
新
春

書
き
初
め
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
二
十

名
程
度
で
し
た
が
、
今

年
度
の
目
標
や
手
本
を

参
考
に
各
自
自
由
に
筆

を
は
し
ら
せ
ま
し
た
。

一
文
字
に
こ
だ
わ
り

何
度
も
書
き
直
す
方

や
、
好
き
な
文
字
を

次
々
と
書
く
方
な
ど
、

各
々
の
個
性
が
で
ま
し

た
。 半

紙
や
筆
も
様
々
な

サ
イ
ズ
を
準
備
し
ま
し

た
が
、
や
は
り
真
っ
白

で
大
き
な
半
紙
に
、
大

筆
を
は
し
ら
せ
る
こ
と

が
感
動
的
で
し
た
。 

来
年
は
是
非
と
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
日
頃
の
思
い

を
書
き
綴
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
毎

年
恒
例
行
事
に
な
っ
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

外
来
看
護
師 

 
 

工
藤 

和
美 

雪降り積もるここ余市では、転倒して怪我をされ病院を受診する方が少なくありません。今回は怪我の中でも切り傷や擦り傷について取り上げ

たいと思います。擦り傷や切り傷のことを医学用語で挫創（ざそう）と言いますが、打撃などの外力により組織が挫滅し皮膚が開く傷のことを指

します。特徴としては出血がみられ、皮膚が開き外界と交通しているため感染症のリスクを伴うことです。 

 
受診される方で多いのが、何もせずそのまま来られる方です。受傷して何もせずに放置していると、細菌が傷口からどんどん広がる可能性があ

ります。細菌の増殖ｽﾋﾟｰﾄﾞは皆さんが想像する以上に早く、傷によっては数時間放置しただけで手足を切断しなくてはならない状態に陥る場合も

あります。細菌は土などの外界由来のものもありますが、もともと皮膚についているブドウ球菌などの細菌も侮れません。いずれにしても、よほ

ど大量に出血して救急要請が必要な場合を別として、挫創に対してはまず水道水で良いので水かぬるま湯でよく創部を洗い流して下さい。 
市販の消毒薬をぬって来られる方もいますが、消毒薬よりも大量の水道水でよく洗い流すほうがはるかに効果的です。少なくとも 5 分以上洗浄し

土や砂などの異物を洗い流して、病院を受診してください。 

 
ここで特に気を付けて頂きたい傷をいくつか挙げておきます。まず動物に噛まれた場合や、人間に噛ま

れた場合です。（殴った手が相手の歯で切れた場合も含みます）人や動物の口腔内は雑菌が多くとても不

潔なので、そのような傷は感染症の可能性がかなり高くなります。 
その他に棘が深く刺さった場合、錆びている鉄などで深く刺した場合なども同様に感染症のリスクが高い

ので必ず病院を受診してください。 

 
砂などの異物が洗い流しても上手く取れない場合は、病院で麻酔をかけてブラシなどで除去しますので、異物が上手く取れない旨を伝えて下さ

い。砂などをそのまま放置してしまうと刺青の様に残ってしまうので、初期に取り除く必要があります。 
最後に最近メディアでも取り上げられている傷を湿潤環境にする治療法に関しての注意事項です。ラップ療法ともいわれ、傷を乾かさずに湿潤に

して治す方法があります。結論から言うと、自分で判断せずに医療機関を受診して医師と相談して下さい。確かに正しく施行すれば効果的な治療

法なのですが、一歩間違えれば嫌気性菌などの細菌を増殖させ、創部の感染を助長しかねません。 

 
これからしばらく寒い日が続きますが、天候が悪い日は無理をせず怪我をしないように気を付けてください。もし怪我をしたら消毒よりもまず

大量の水で創部を洗い流して医療機関を受診して下さい。 手稲渓仁会病院 PGY2 鈴木 明世 


